
発表12分、質疑10分　○は発表者

１．歩行者交通（１） ６．自転車・パーソナルモビリティ（１） 11．交通容量・サービス水準 16．駐車・物流
座　長：大橋幸子（国土技術政策総合研究所） 座　長：海老澤綾一（警視庁交通規制課） 座　長：大口敬（東京大学） 座　長：兵藤哲朗（東京海洋大学）
副座長：柳原崇男（近畿大学） 副座長：木村優介（大阪工業大学） 副座長：増田智志（首都高速道路株式会社） 副座長：樋口恵一（大同大学）

10:00 - 10:23 1
実
務

歩行者の横断中事故の死亡重傷率
を単路部無信号横断歩道と非横断歩
道で比較する

○矢野　伸裕
　森　健二

科学警察研究所
科学警察研究所

33
研
究

北陸新幹線敦賀駅開業前後における
ｼｪｱｻｲｸﾙ利用者ｱﾝｹｰﾄ比較

デモ有り
＠タワー・スコラ ２階 エレベーター前

○清水　俊貴
　吉村　朋矩
　片岸　将広
　山村　啓一
　中野　達也

福井工業大学
福井工業大学
(株)日本海ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
(株)日本海ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
(株)日本海ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

66
研
究

都市間高速道路におけるｻｰﾋﾞｽ水準
と交通運用状態の関係分析

○石田　貴志
　野中　康弘
　下川　澄雄
　山本　隆

(株)道路計画
(株)道路計画
(株)道路計画
(株)高速道路総合技術研究所

101
研
究

都市における青空駐車場の面積実態
に関する基礎的研究-届出駐車場500
㎡基準のあり方検討の基礎として-

○山越　大輔
　大沢　昌玄

日本大学
日本大学

10:23 - 10:46 2
研
究

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ無信号交差点におけるﾄﾞﾛｰﾝ
軌跡ﾃﾞｰﾀを用いた中学生の横断行動
に関する分析

○梅田　真治
　吉田　長裕

大阪公立大学
大阪公立大学

34
実
務

鯖江市でのｼｪｱｻｲｸﾙ導入前評価と
EBPM形成－まち巡り型社会実験を
通じて－

○吉村　朋矩
　清水　俊貴
　上田　麻希
　福井　颯太
　三寺　潤

福井工業大学
福井工業大学
鯖江市役所
福井県庁
福井工業大学

67
実
務

名古屋高速道路におけるｻｰﾋﾞｽ水準
の評価手法の検討

○宮崎　耕平
　田中　淳
　中井　俊介
　中山　裕昭
　中村　英樹

(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
名古屋高速道路公社
名古屋高速道路公社
名古屋大学

102
研
究

店頭ｱﾝｹｰﾄとﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｼﾐｭﾚｰﾀを用い
た駐車場進入経路の選択要因分析

○植田　真生史
　中西　航

金沢大学(現(株)地域未来研究所)
東京科学大学

10:46 - 11:09 3
研
究

無信号横断歩道における安全な横断
のためのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの昼夜間比較分
析

○神田　佑亮
　宮野　夏碧

呉工業高等専門学校
呉工業高等専門学校

35
実
務

日常移動の特性を考慮した電動ｷｯｸ
ﾎﾞｰﾄﾞｼｪｱﾘﾝｸﾞ利用意向の要因分析

○薄　雪晴
　鈴木　雄
　齊藤　結七
　西内　裕晶

高知工科大学
北海道大学
構研ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
高知工科大学

68
研
究

ｻｰﾋﾞｽ水準(LOS)の閾値検討とその閾
値に道路特性が与える影響に関する
基礎分析

○二木　健人
　河本　直志
　土肥　学

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

103
研
究

周辺道路網の交通円滑性を考慮した
駐車場の集約化に関する研究

○杉本　達真
　森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学

11:09 - 11:20

11:20 - 11:43 4
研
究

市街地の無信号横断歩道における横
断者の進入ｱﾌﾟﾛｰﾁが
安全確認のﾀｲﾐﾝｸﾞに及ぼす影響の分
析

○福島　健太
　倉内　慎也
　坪田　隆宏
　白柳　洋俊

愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学

36
研
究

Webｱﾝｹｰﾄに基づく自転車専用信号
導入･運用に関する基礎的研究

○橘川　颯斗
　柳原　正実
　小根山　裕之

(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
東京都立大学
東京都立大学

69
研
究

信号交差点の損失時間の実態と大型
車の影響に関する分析

○市川　遼
　青山　恵里
　小早川　悟

日本大学
日本大学
日本大学

104
研
究

貨物車用路上荷捌き駐車区間とその
周辺の駐車実態に関する研究

○田所　功大
　大沢　昌玄

日本大学
日本大学

11:43 - 12:06 5
実
務

無信号横断歩道での車両の一時停
止挙動に与える交通環境の影響

○長谷川　裕修
　阿部　七海
　葛西　誠

香川大学
元秋田工業高等専門学校
秋田工業高等専門学校

37
研
究

自転車の交通反則通告制度導入の
認知率と交通ﾙｰﾙの遵守意識に関す
る研究

○田部井　優也
　徳重　百華
　辰巳　浩
　吉城　秀治

福岡大学
九州電技開発(株)
福岡大学
熊本大学

70
研
究

ﾌﾟﾛｰﾌﾞ車両走行軌跡ﾃﾞｰﾀを用いた飽
和交通流率の推定

○堀口　良太
　市川　遼
　毛利　弘道
　小原　拓也
　加藤　純子
　村瀬　進哉
　青山　恵理

(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
日本大学
(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
ﾄﾖﾀ自動車(株)
ﾄﾖﾀ自動車(株)
ﾄﾖﾀ自動車(株)
日本大学

105
研
究

工業系の用途地域に駐車する貨物自
動車の駐車行動に関する研究

○村松　賢吾
　長田　哲平

宇都宮大学
宇都宮大学

12:06 - 12:29 6
研
究

生活道路における歩行者の交通事故
ﾘｽｸとﾘｽｸ認知の不整合に関する研
究

○三村　泰広
　大澤　脩司
　山岡　俊一
　山崎　基浩

大分大学
豊田都市交通研究所
豊田工業高等専門学校
豊田都市交通研究所

38
研
究

電動ｷｯｸﾎﾞｰﾄﾞの利用実態と市民や利
用者の意識を踏まえた違反行為削減
対策の検討

○西堀　泰英
　重松　凌太
　鈴木　雄

大阪工業大学
元大阪工業大学
北海道大学

71
研
究

わが国のBRT専用道における速度性
能の課題と法制度設計の改善可能性

デモ有り
＠タワー・スコラ ２階 エレベーター前

○森　俊也
　家田　仁

政策研究大学院大学（東日本旅客鉄道(株)所属）
政策研究大学院大学

106
研
究

観測ﾉｲｽﾞを含む産業別地域間交易
ﾃﾞｰﾀの経験ﾍﾞｲｽﾞ法による平滑化の
試行

○内田　瑞生
　高森　秀司

八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)

12:29 - 12:52 7
研
究

歩行中事故における小学生のﾘｽｸ認
知と地域環境の関連性に関する研究

○今澤　星太
　森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学

39
研
究

電動ｷｯｸﾎﾞｰﾄﾞの走行特性と事故に関
する基礎的な分析

○鈴木　雄
　齊藤　結七
　西堀　泰英
　薄　雪晴

北海道大学
(株)構研ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
大阪工業大学
高知工科大学

72
研
究

実勢速度と旅行速度の差の実態及び
道路特性との関連性の把握

○門司　諒平
　橋本　成仁
　氏原　岳人
　渡邊　詩穏

岡山大学
岡山大学
岡山大学
岡山大学

13:10 - 14:40

14:40 - 15:00

２．歩行者交通（２） ７．自転車・パーソナルモビリティ（２） 12．運転支援・自動運転 17．道路線形・構造
座　長：神田佑亮（呉工業高等専門学校） 座　長：辰巳浩（福岡大学） 座　長：梶田佳孝（東海大学） 座　長：中村英樹（名古屋大学）
副座長：福島賢一（株式会社福山コンサルタント） 副座長：田中淳（株式会社オリエンタルコンサルタンツ） 副座長：鈴木雄（北海道大学） 副座長：柳沼秀樹（東京理科大学）

15:00 - 15:23 8
研
究

生体観測ﾃﾞﾊﾞｲｽを活用した空間評価
手法の検討

○中島　慶乃
　轟　直希
　柳沢　吉保

長野工業高等専門学校
長野工業高等専門学校
長野工業高等専門学校

40
研
究

ﾌﾟﾛｰﾌﾞ自転車を用いたｻｲｸﾘｽﾄの自
転車走行特性に関する分析―非ｻｲｸ
ﾘｽﾄとの比較―

○吉野　柊弥
　吉川　美祈
　松本　修一
　浅田　拓海
　高橋　清

文教大学
-
文教大学
室蘭工業大学
北見工業大学

73
実
務

CANﾃﾞｰﾀを用いた首都高における
ACC走行特性の基礎分析

○繁田　昂治朗
　増田　智志
　林　由宇
　荒屋　大虎
　大畑　長
　田畑　凌

首都高速道路(株)
首都高速道路(株)
首都高技術(株)
首都高技術(株)
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

107
研
究

交差条件を考慮したDDI(Diverging
Diamond Interchange)の日本への導
入に向けた受容性評価

○松浦　拓未
　柳原　正実
　小根山　裕之

東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

15:23 - 15:46 9
研
究

盲導犬及び使用者の歩行特性に関
する基礎的研究

○元田　良孝
　宇佐美　誠史

岩手県立大学
岩手県立大学

41
研
究

ﾄﾞﾗﾚｺ自転車を用いた茅ヶ崎市内の
自転車ﾋﾔﾘﾊｯﾄに関する実態調査

○山本　由太
　星野　大登
　松本　修一
　大江　航介
　林　祐志
　大坪　裕哉

文教大学
元文教大学
文教大学
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

74
実
務

ﾐｸﾛ交通ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを用いた都市間高
速道路におけるACC普及時の交通状
況予測分析

　中堀　千嘉子
　西川　洋介
　大竹　智貴
　中沢　航太
　石田　貴志
　甲斐　慎一朗
○中林　悠
　野中　康弘

中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
(株)道路計画
(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
(株)道路計画
(株)道路計画

108
研
究

RCUT(Restricted Crossing U-Turn
Intersection)における
上下線での異なる信号表示が運転挙
動に与える影響

○濱島　暢宏
　小根山　裕之
　柳原　正実

東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

15:46 - 16:09 10
研
究

踏切道における視覚障害者の安全確
保に向けた視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ
の敷設に関する実験的考察

　稲垣　具志
○松井　颯汰
　髙橋　和哉
　藤澤　正一郎

東京都市大学
東京都市大学
特定非営利活動法人ｸﾞﾛｰｲﾝｸﾞﾋﾟｰﾌﾟﾙｽﾞｳｨﾙ
徳島文理大学

42
研
究

VR交通環境を用いた路面ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑが
自転車利用者の通行位置選択に与え
る影響分析

○沢田　翔馬
　木村　優介

(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ（元：大阪工業大学）
大阪工業大学

75
研
究

実道路上におけるACC機能の設定状
況別の車両追従走行時の挙動に関
する基礎分析

○田邉　周
　河本　直志
　土肥　学

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

109
研
究

MUTの適用可能条件に関するｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ分析－副交差点に信号を設置し
ないｹｰｽの性能評価－

○渡邉　玖磨
　吉岡　慶祐
　轟　朝幸

日本大学
日本大学
日本大学

16:09 - 16:20

16:20 - 16:43 11
研
究

視覚障碍旅行者の移動ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ向
上：上海におけることばの観光地図の
IPA分析

○李　天宇
　内田　敬

大阪市立大学
大阪公立大学

43
研
究

複数台自転車の追い越し時における
自動車の挙動分析

○海野　響輝
　佐藤　璃空
　松本　修一

文教大学
-
文教大学

76
研
究

対向車と歩行者を考慮した信号交差
点における右折確率の推定

○八木　龍聖
　石坂　哲宏

日本大学
日本大学

110
研
究

日本の用地制約を踏まえた反転交差
点DDIの適用可能性に関する研究

○山本　純也
　田中　伸治

横浜国立大学
横浜国立大学

16:43 - 17:06 12
研
究

視覚障碍者の観光行動喚起のため
の触覚情報ﾒﾃﾞｨｱ｢触地図｣に関する
研究

○出納　武
　内田　敬

大阪公立大学
大阪公立大学

44
研
究

自転車専用通行帯と第二通行帯の間
にｺﾞﾑ製ﾎﾟｰﾙを設置することによる自
動車の走行性に関する研究

○森澤　亮太
　藤田　裕士
　山下　英夫
　上原　勇気
　大橋　幸子

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

77
研
究

自動運転ﾊﾞｽの走行空間改善の深化
に向けた実証実験

○平岩　洋三
　鳥海　梓
　本間　健太郎
　渡邉　健
　瀬川　雅也
　田中　浩一
　大口　敬

東京大学
東京大学
東京大学
ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)
先進ﾓﾋﾞﾘﾃｨ(株)
(株)大林組
東京大学

111
研
究

日本での反転交差点DDIの導入に向
けた標識をはじめとする誤進入対策
に関する研究

○後藤　和輝
　田中　伸治

横浜国立大学
横浜国立大学

17:06 - 17:29 13
研
究

中山間地域における低速の超小型ﾓ
ﾋﾞﾘﾃｨに関する走行特性分析

○田島　季葉
　中村　俊之
　倉内　文孝
　稲波　純一
　野口　純

岐阜大学
岐阜大学
岐阜大学
ﾔﾏﾊ発動機(株)
ﾔﾏﾊ発動機(株)

45
実
務

特定小型原動機付自転車の走行位
置に関する基礎調査

○横関　俊也
　矢野　伸裕
　萩田　賢司
　木平　真
　新井　棟大
　森　健二

科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所

78
研
究

自動運転ﾊﾞｽの発着に着目した停留
所構造と交通運用に関するﾌｨｰﾙﾄﾞ実
験

○鳥海　梓
　平岩　洋三
　瀬川　雅也
　大口　敬

東京大学
東京大学
先進ﾓﾋﾞﾘﾃｨ(株)
東京大学

112
研
究

反転交差点におけるｶｰﾅﾋﾞ経路案内
が運転者の経路選択行動に与える影
響分析

○清水　陽向
　小根山　裕之
　柳原　正実

東京都立大学
東京都立大学
東京都立大学

17:29 - 17:52 14
研
究

名古屋市郊外市街地における歩行系
ﾓﾋﾞﾘﾃｨの適用可能性評価

○村上　滉一
　樋口　恵一
　宇都宮　颯汰

公益財団法人豊田都市交通研究所
大同大学
大同大学

79
研
究

3DVRを用いた完全自動運転都市の
将来像の社会的受容性に関する研究

○天野　佑哉
　森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学

113
研
究

中央島径20mのﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄの走行速
度と主観評価の分析

　増澤　諭香
○榎本　碧
　福島　宏文

土木研究所寒地土木研究所
土木研究所寒地土木研究所
土木研究所寒地土木研究所

全体セッション（ランチョンミーティング）＠第１会場 (タワー・スコラ １階 Ｓ１０１)
会長挨拶，開催報告，研究委員会報告，

第40回交通工学研究会論文賞 招待講演　上畑旬也（中日本高速道路株式会社）「高速道路の車線減少規制部における走行挙動の微視的分析に基づくリスク評価」

第46回交通工学研究発表会 第1日目【2026年8月4日(火)】 プログラム
第１会場 (タワー・スコラ １階 Ｓ１０１) 第２会場 (タワー・スコラ ２階 Ｓ２０４) 第３会場 (タワー・スコラ ３階 Ｓ３０１) 第４会場 (タワー・スコラ ３階 Ｓ３０２)

デモンストレーション展示、自主研究活動報告(パネル展示)＠タワー・スコラ ２階 エレベーター前



発表12分、質疑10分　○は発表者

３．交通流 ８．交通制御 13．交通観測手法 18．公共交通
座　長：嶋本寛（岐阜大学） 座　長：浜岡秀勝（秋田大学） 座　長：寺部慎太郎（東京理科大学） 座　長：伊勢昇（和歌山工業高等専門学校）
副座長：原祐輔（東京大学） 副座長：三村泰広（大分大学） 副座長：谷口祥基（阪神高速道路株式会社） 副座長：冨岡秀虎（早稲田大学）

9:30 - 9:53 15
研
究

ﾏｸﾛｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙへの適用を念頭
に置いた高速道路の自由流速度推定
ﾓﾃﾞﾙの検討

○毛利　弘道
　甲斐　慎一朗
　堀口　良太
　村上　雄馬
　藤原　龍
　山本　隆

(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
(株)ｱｲ･ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ･ﾗﾎﾞ
(株)高速道路総合技術研究所
(株)高速道路総合技術研究所
(株)高速道路総合技術研究所

46
実
務

過飽和信号交差点への歩行者二段
階横断と左折付加車線の導入効果の
事例研究

　ﾊﾞﾄｳｰﾙ　ｱﾉｼﾞﾝ
○北原　拓真
　赤羽　弘和

八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ(株)
千葉工業大学
千葉工業大学

80
研
究

ICﾗﾝﾌﾟ分岐部での行き先間違いに起
因する転回行動と逆走との関係性把
握

　飯田　克弘
○福田　翔吾
　阪本　浩章

大阪大学
大阪大学
大阪大学

114
研
究

公共交通利用における外国人および
日本人観光客の評価－地方都市の
福井を事例として－

○LIAO SHUKANG
　川本　義海

福井大学
福井大学

9:53 - 10:16 16
実
務

岡谷ﾘﾆｭｰｱﾙ工事における規制範囲
の見直しによる渋滞発生状況変化の
把握

○武藤　憲弘
　平井　章一
　中沢　航太
　重田　恭平

中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)

47
研
究

信号交差点の左直混用車線における
横断歩道交通量を考慮した交通容量
の変動に関する考察

○吉野　旬音
　梶田　佳孝
　川畑　光輝
　水井　めぐみ

東海大学
東海大学
岡谷ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(株)
岡谷ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ(株)

81
研
究

逆走を含む高ﾘｽｸ車両挙動の抽出手
法の精緻化

　飯田　克弘
○山本　敬太
　阪本　浩章

大阪大学
大阪大学
大阪大学

115
研
究

地方都市における高齢者の移動実態
と主観的利便性及び共助的移動手段
の受容性に関する研究 －三重県伊
勢市を対象として－

○矢口　太一
　小野　敬済
　中川 聡
　二瓶　美里

元東京大学
東京大学
東京大学
東京大学

10:16 - 10:39 17
実
務

ｴｽｺｰﾄﾗｲﾄ消灯実験による首都高速
道路の交通状況の変化

○田嶋　眞樹
　西村　春乃
　中川　浩志
　荒屋　大虎
　林　由宇
　藤井　駿

首都高速道路(株)
首都高速道路(株)
首都高速道路(株)
首都高技術(株)
首都高技術(株)
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

48
研
究

交通流ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに基づく信号現示
設計ﾌﾟﾛｾｽのｹﾞｰﾐﾌｨｹｰｼｮﾝ

デモ有り
＠タワー・スコラ ２階 エレベーター前

　橋本　大輔
○塩見　康博
　田子　裕亮
　菅　芳樹
　和田　沙織

元立命館大学
立命館大学
(株)地域未来研究所
(株)地域未来研究所
交通ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

82
実
務

光ﾋﾞｰｺﾝﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報より抽出した交差
点通行時の車両挙動と通行所要時間
解析事例

○木平　真
　横関　俊也
　萩田　賢司
　森　健二
　矢野　伸裕
　新井　棟大

科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所

116
実
務

需要極薄地域でも維持し易い公共交
通ｻｰﾋﾞｽ｢便乗型ﾗｲﾄﾞｼｪｱ｣の改良･低
ｺｽﾄ化

○喜多　秀行
　西坂　淳
　國井　大輔
　内海　泰輔
　大石　一浩

(株)長大
(株)長大
(株)長大
(株)長大
ﾈｯﾂﾄﾖﾀ瀬戸内(株)

10:39 - 10:50

10:50 - 11:13 18
研
究

走光型視線誘導ｼｽﾃﾑの影響を考慮
した車両追従ﾓﾃﾞﾙの構築

　戸松　稜登
○塩見　康博
　中井　万理子

元立命館大学
立命館大学
阪神高速道路(株)

49
研
究

長方形ﾈｯﾄﾜｰｸにおけるｸﾞﾘｯﾄﾞﾛｯｸ抑
制制御の検討

○岩岡　浩一郎 金沢学院大学 83
研
究

AI画像認識技術を用いた映像解析に
よる交差点部交通量観測手法に関す
る考察

○伊原　岳宏
　瀧本　真理
　尾崎　悠太
　土肥　学

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

117
実
務

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの移動ｽｹｼﾞｭｰﾙに基づく便乗
型ﾗｲﾄﾞｼｪｱ予約配車ｼｽﾃﾑの開発

○西坂　淳
　喜多　秀行
　國井　大輔
　岩崎　宗雄
　三村　健太郎

(株)長大
(株)長大
(株)長大
順風路(株)
順風路(株)

11:13 - 11:36 19
実
務

分流交通量の多い片側3車線区間の
JCT分流部における車線選択特性に
関する分析

○土屋　克貴
　大西　貴浩
　秦　一翔
　小根山　裕之
　鈴木　啓太
　大畑　長
　前川　友宏
　橋本　申
　塩見　康博
　兵頭　知

(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
本州四国連絡高速道路(株)
本四高速道路ﾌﾞﾘｯｼﾞｴﾝｼﾞ(株)
東京都立大学都市環境学部
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)地域未来研究所
(株)地域未来研究所
立命館大学
徳島大学

50
研
究

ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ交差点の広域的導入に
よる走行時間短縮および交通事故減
少便益の評価

○駒崎　歩
　吉井　稔雄
　高橋　翔

北海道大学
北海道大学
北海道大学

84
研
究

AI画像認識技術を用いた路側ｶﾒﾗで
撮影したﾋﾔﾘﾊｯﾄ動画の自動抽出ﾓﾃﾞ
ﾙによる事故対策評価の試行

○塚越　俊介
　島﨑　秋伸
　村上　舞穂
　大橋　幸子
　前田　大樹

国土技術政策総合研究所
関東地方整備局 東京国道事務所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ(株)

118
研
究

公共ﾗｲﾄﾞｼｪｱ活動とﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの主観的
幸福感との関係性に関する研究

○伊藤　直輝
　橋本　成仁
　坂本　柊人
　樋口　輝久
　渡邊　詩穏

岡山大学
岡山大学
岡山大学
岡山大学
岡山大学

11:36 - 11:59 20
研
究

二輪車を含む混合交通流を対象とし
たﾏｸﾛ交通流特性の分析

○品川　健太
　塩見　康博
　An Minh Ngoc

立命館大学
立命館大学
立命館大学

51
実
務

右直分離制御の交通事故抑止効果
○山崎　晃由
　萩田　賢司

埼玉県警察本部
科学警察研究所

85
実
務

AI物体検出技術を活用したCCTV事
故映像分析手法の基礎的検討

○小暮　佑亮
　田嶋　眞樹
　柳沼　秀樹
　林　由宇
　江森　唯

首都高技術(株)
首都高速道路(株)
東京理科大学
首都高技術(株)
首都高技術(株)

119
研
究

予約記録ﾃﾞｰﾀを用いたﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通の
利便性評価に関する研究

○鈴木　雅人
　長田　哲平
　大森　宣暁

宇都宮大学
宇都宮大学
宇都宮大学

11:59 - 12:22 52
研
究

押ﾎﾞﾀﾝ式信号機が併設された無信号
交差点における安全性に関する研究

○田部井　優也
　高原　美紅
　辰巳　浩
　吉城　秀治

福岡大学
(株)千代田ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
福岡大学
熊本大学

86
実
務

車両感知器等によるﾃﾞｰﾀ収集手法の
あり方

○伊藤　裕貴
　木村　亮太

首都高速道路(株)
首都高速道路(株)

120
研
究

新しいﾓﾋﾞﾘﾃｨの導入特性に関する俯
瞰的考察ｰﾗｽﾄﾏｲﾙ交通としてのｼｪｱ
ｻｲｸﾙやAIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通の可能性ｰ

○安藤　章
　今枝　秀二郎
　藤原　麿名夢

明海大学
日建設計総合研究所
日建設計総合研究所

14:00 - 16:50

17:30 - 19:30

 第2部・祝賀会
 ・乾杯
 ・来賓挨拶
 ・閉会

第46回交通工学研究発表会 第2日目【2026年8月5日(水)】 プログラム
第１会場 (タワー・スコラ １階 Ｓ１０１) 第２会場 (タワー・スコラ ２階 Ｓ２０４) 第３会場 (タワー・スコラ ３階 Ｓ３０１) 第４会場 (タワー・スコラ ３階 Ｓ３０２)

交通工学研究会創立60周年記念講演会・祝賀会

会場：アルカディア市ヶ谷私学会館　東京都千代田区九段北4-2-25

第1部・講演会
 ・挨拶：60年の歴史紹介と今後の取組み
 ・鼎談：60年の成果と今後の挑戦
（休憩）
 ・次世代を担う研究者・技術者によるパネル・セッション



発表12分、質疑10分　○は発表者

４．交通安全（１） ９．運転者認知・挙動（１） 14．交通需要・行動分析 19．都市交通計画（１）
座　長：森健二（科学警察研究所） 座　長：土肥学（国土技術政策総合研究所） 座　長：大森宣暁（宇都宮大学） 座　長：小早川悟（日本大学）
副座長：谷口綾子（筑波大学） 副座長：白柳洋俊（愛媛大学） 副座長：福本大輔（一般財団法人計量計画研究所） 副座長：長田哲平（宇都宮大学）

9:30 - 9:53 21
実
務

高速道路の車線規制始端部における
衝突ﾘｽｸ推定ﾓﾃﾞﾙ

○上畑　旬也
　平井　章一
　櫻井　光昭
　大宮　博之
　野中　康弘

中日本高速道路(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)
(株)道路計画
(株)道路計画

53
研
究

高速道路IC分岐部案内標識の認知･
判読不全に着目した行先間違いの発
生要因分析

○阪本　浩章
　飯田　克弘
　山本　隆

大阪大学，(株)高速道路総合技術研究所
大阪大学
(株)高速道路総合技術研究所

87
実
務

交通ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを活用した実証実
験の速報

○兒玉　崇
　市原　孝浩
　島田　学
　西村　拓哉

阪神高速道路(株)
NTT(株)
(株)NTTﾃﾞｰﾀ
(株)NTTﾃﾞｰﾀｸﾞﾙｰﾌﾟ

121
研
究

擬似人流を用いた路線ﾊﾞｽ廃線によ
る利用者･既存公共交通への影響予
測：神戸市における実証研究

○勝屋　美怜
　平田　晋也
　龐  岩博
　中居　楓子
　関本　義秀

東京大学
神戸市
University College London
東京大学
東京大学

9:53 - 10:16 22
研
究

都市間高速道路における相対風向と
車両密度を考慮した追突事故発生ﾘｽ
ｸの定量評価

　矢端　伸一朗
○坪田　隆宏
　倉内　慎也

東日本高速道路(株)
愛媛大学
愛媛大学

54
研
究

高速道路の平面Y型ICにおける誤進
路選択行動の発生実態と要因

　飯田　克弘
　阪本　浩章
○小川　恵輔

大阪大学
大阪大学，(株)高速道路総合技術研究所
大阪大学

88
研
究

高速道路集中工事における情報提供
の深度化および高度化に向けた基礎
的検討

○奥村　幸大
　柳沼　秀樹
　寺部　慎太郎
　稲垣　和也
　味戸　正徳

東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学
東京理科大学

122
研
究

人流ﾃﾞｰﾀを用いた地域公共交通利用
者の行動特性の評価に関する研究

○大窪　智博
　冨岡　秀虎
　森本　章倫

早稲田大学
早稲田大学
早稲田大学

10:16 - 10:39 23
実
務

高速道路における貨物車の運転支援
要件－道路交通ｼｽﾃﾑ構築を企図し
た交通事故ﾃﾞｰﾀ分析－

○塚田　悟之 本田技術研究所(株) 55
実
務

首都高速道路における誤進入対策の
効果発現条件に関する考察

○齋藤　利行
　山岸　遥
　山崎　颯太
　田畑　凌
　藤井　駿
　大畑　長

首都高速道路(株)
首都高速道路(株)
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

89
研
究

幾何学的抽象化と大規模言語ﾓﾃﾞﾙに
よる推論型高速道路渋滞予測

○黄　滌之
　葛　杭麗
　羽多野　一磨
　石橋　弘之
　石垣　博将
　越塚　登

東京大学
東京大学
東京大学
東日本高速道路(株)
東日本高速道路(株)
東京大学

123
研
究

個人属性と地域特性を考慮した孤独
感に関する要因分析 － 大阪府河内
長野市のｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ －

○伊勢　昇
　柳原　崇男

和歌山工業高等専門学校
近畿大学

10:39 - 10:50

10:50 - 11:13 24
実
務

高速道路の車線規制路面標示に対
する運転支援ｼｽﾃﾑの反応確認実験

○岩崎　颯人
　井上　猛
　谷口　博和

中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)

56
実
務

変則構造を有する有料道路PAにおけ
る色分け案内を用いた誤進入対策の
効果分析：南知多道路武豊PAを対象
として

○百松　将兵
　本間　良平
　松尾　幸二郎

愛知道路ｺﾝｾｯｼｮﾝ(株)
愛知道路ｺﾝｾｯｼｮﾝ(株)
豊橋技術科学大学

90
研
究

都市高速道路のｺｰﾙｾﾝﾀｰﾃﾞｰﾀを用
いた到着時刻制約ODの抽出と実交
通量との比較分析

○山下　優
　寺部　慎太郎
　水野　高幸

東京理科大学
東京理科大学
首都高速道路(株)

124
研
究

運動習慣形成過程の数理ﾓﾃﾞﾙ化とﾀﾞ
ｲﾅﾐｸｽの解析

○葛西　誠
　長谷川　裕修

秋田工業高等専門学校
香川大学

11:13 - 11:36 25
研
究

運転頻度の差異に着目した運転行動
および運転意識に関する研究

○宮内　弘太
　斎藤　るな
　高田　和幸

一般財団法人計量計画研究所
東京電機大学
東京電機大学

57
実
務

名古屋第二環状自動車道(外回り)名
古屋南JCTでの車線運用変更の効果
検証

○細　正隆
　榊原　稔基
　高橋　慶成
　木村　真也
　平山　裕太
　椎谷　亮平
　山岡　茉由

中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ名古屋(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ名古屋(株)
(株)片平新日本技研
(株)片平新日本技研

91
研
究

名古屋高速道路におけるOD交通量
の分散構造に着目した不安定性要因
分析

○飯塚　温都
　中村　俊之
　倉内　文孝
　須川　清諒
　中山　裕昭
　桑原　昌広

岐阜大学
岐阜大学
岐阜大学
名古屋高速道路公社
名古屋高速道路公社
ﾄﾖﾀ自動車(株)

125
研
究

立地適正化計画と地域公共交通計画
の連携に関する記載分析－目的意
識･区域設定手法･効果測定方法の
観点からｰ

○小林　貴 交通安全環境研究所

11:36 - 11:59 26
研
究

機械学習ﾓﾃﾞﾙと可視化を用いた｢運
転技能検査｣における合否判定の要
因分析

○小菅　英恵
　田久保　宣晃

交通事故総合分析ｾﾝﾀｰ
交通事故総合分析ｾﾝﾀｰ

58
研
究

ﾄﾝﾈﾙ内分岐案内標識の車線選択正
確性と判読性に基づくﾃﾞｻﾞｲﾝ評価

○滝沢　正仁
　永見　豊
　齋藤　辰哉
　吉原　卓

拓殖大学
拓殖大学
(株)ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
(株)ﾈｸｽｺ東日本ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

92
研
究

ﾓﾋﾞﾘﾃｨﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを用いた時間帯別ﾒｯ
ｼｭ間移動量推定ﾓﾃﾞﾙの構築

○森山　海斗
　勝木　謙太
　倉内　文孝
　中村　俊之
　桑原　昌広

岐阜大学
岐阜大学
岐阜大学
岐阜大学
ﾄﾖﾀ自動車(株)

126
研
究

V2Gによる分散蓄電ｽｷｰﾑと均衡埋
め込み型予測制御による政策設計

○古橋　郁一
　羽藤　英二

東京大学
東京大学

11:59 - 12:22 93
実
務

宮島口周辺におけるETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞ
ﾃﾞｰﾀを用いた観光交通判定手法に関
する研究

○岡田　渓佑
　宮田　修
　川本　暁
　山本　航
　湯本　圭輔
　神田　佑亮

(株)長大
国土交通省 中国地方整備局
国土交通省 中国地方整備局
(株)長大
(株)長大
呉工業高等専門学校

127
研
究

積雪寒冷地在住の電気自動車保有
者における継続購入要因に関する研
究

○岡村　篤
　阿部　佑平

旭川市立大学
北海道科学大学

５．交通安全（２） 10．運転者認知・挙動（２） 15．交通データの応用 20．都市交通計画（２）・防災
座　長：松尾幸二郎（豊橋技術科学大学） 座　長：柳原正実（東京都立大学） 座　長：小根山裕之（東京都立大学） 座　長：大沢昌玄（日本大学）
副座長：小菅英恵（公益財団法人 交通事故総合分析センター） 副座長：壇辻貴生(早稲田大学) 副座長：曽根健司（株式会社高速道路総合技術研究所） 副座長：平井昭三（国土交通省都市局）

13:20 - 13:43 27
研
究

社会実験を通した路面ﾃﾞｻﾞｲﾝによる
走行速度及び通行意識への効果に
関する研究

○中川　晴賀
　薬袋　奈美子
　三寺　潤
　三村　泰広

日本女子大学
日本女子大学
福井工業大学
大分大学

59
実
務

大規模規制工事における指向性ｽﾋﾟｰ
ｶｰを用いた交通事故対策の効果検
証―岡谷高架橋改良工事―

○辻本　昌礼
　村中　誠
　中沢　航太
　重田　恭兵
　筑後　智弘
　山下　和彦
　渡邉　孝次朗

中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)

94
実
務

ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報を用いた道路階層
別の道路利用率の実態分析

○河本　直志
　土肥　学

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

128
研
究

自動車燃料消費量調査を用いた18年
間の傾向分析

○山内　茉莉
　兵藤　哲朗
　坂井　孝典

東京海洋大学
東京海洋大学
東京海洋大学

13:43 - 14:06 28
研
究

円形模様の路面ﾃﾞｻﾞｲﾝが通行者に与
える印象と車両の速度抑制効果-千
代田区富士見小学校前道路でのｳｫｰ
ｶﾌﾞﾙ都市推進の社会実験事業の検
証-

　大谷　優理奈
　坂口　次郎
　松下　真優子
　新谷　桜子
　中川　晴賀
○薬袋　奈美子

日本女子大学
大妻女子大学
日本女子大学
日本女子大学
日本女子大学
日本女子大学

60
研
究

運転支援ｼｽﾃﾑ稼働時の周辺認知動
作に着目した情報提示に関する一考
察

○西川　拓志
　高橋　翔
　吉井　稔雄

北海道大学
北海道大学
北海道大学

95
実
務

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ分流渋滞分析における割込
み行動に関する経年比較検証

○武藤　憲弘
　平井　章一
　酒井　健吾
　張　宇宸

中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)
中日本ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ東京(株)
中日本高速道路(株)
中日本高速道路(株)

129
研
究

空飛ぶｸﾙﾏによる都市間交通の所要
時間推計精度向上

○中山　周一
　大森　正勝
　吉村　充功

日本文理大学
日本文理大学
日本文理大学

14:06 - 14:29 29
研
究

事故件数を用いた生活道路の交通安
全対策のｿﾞｰﾝ設定に関する分析

○山下　英夫
　森澤　亮太
　大橋　幸子

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

61
研
究

ﾀｽｸｾｯﾄ再構成支援が運転ﾓｰﾄﾞ移行
時の引き継ぎﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽに及ぼす影
響

○江種　鼓太郎
　井上　修吾
　白柳　洋俊
　倉内　慎也

一般社団法人ｼｽﾃﾑ科学研究所
愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学

96
実
務

民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀを用いた高速道路の
通行止めによる交通流動の分析

○渡邊　風太郎
　齋藤　優
　澤田　英郎
　大國　守道
　高山　知拡
　小野　雅史

西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西(株)
西日本高速道路ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ関西(株)
西日本高速道路(株)
LocationMind(株)
LocationMind(株)

130
研
究

愛知県知多半島におけるﾄﾞﾛｰﾝを含
む末端輸送手段の適応性評価～能
登半島地震での教訓･特に道路脆弱
性を踏まえて～

○樋口　恵一
　大澤　脩司
　村上　滉一

大同大学
豊田都市交通研究所
豊田都市交通研究所

14:29 - 14:40

14:40 - 15:03 30
実
務

千葉県内の生活道路における急減速
事象と交通事故件数の関係に関する
分析

○新井　棟大
　萩田　賢司
　森　健二
　矢野　伸裕
　木平　真
　横関　俊也

科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所
科学警察研究所

62
研
究

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの年齢差と視認阻害物配置
が薄暮時における横断待機者の視認
性に及ぼす影響～無信号横断歩道に
おけるVR実験による評価～

○川本　義海
　池尻　脩真

福井大学
福井大学

97
研
究

ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報による過飽和信号
交差点の交通需要推定の自動化

○米山　天斗
　加藤　麟太郎
　北原　拓真
　赤羽　弘和

千葉市役所
東急建設(株)
千葉工業大学
千葉工業大学

131
研
究

気象災害時における旅行速度低下の
ﾘｽｸ予測ﾓﾃﾞﾙと評価

○塩田　朋史
　佐野　可寸志
　加藤　哲平

(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
長岡技術科学大学
長岡技術科学大学

15:03 - 15:26 31
研
究

ﾋﾔﾘﾊｯﾄ類似地点判定におけるﾌｧｲﾝ
ﾁｭｰﾆﾝｸﾞとｽｸﾗｯﾁ学習の比較評価

○平塚　誠良
　小里　明男
　鶴見　康昭

(株)豊田中央研究所
(株)豊田中央研究所
(株)豊田中央研究所

63
研
究

高齢ﾄﾞﾗｲﾊﾞの日常公道走行ﾃﾞｰﾀを用
いた右左折時安全確認行動と認知機
能の関連分析

○永冨　泰次
　石川　牧子
　鈴木　美緒

(株)ﾃﾞﾝｿｰ
(株)ﾃﾞﾝｿｰ
東海大学

98
研
究

GPSﾎﾟｲﾝﾄﾃﾞｰﾀを用いた車両交通ｼﾐｭ
ﾚｰｼｮﾝﾃﾞｰﾀの作成手法に関する研究

○高田　直樹
　寺奥　淳
　萬田　七重
　荻生　麟太郎
　湯浅　晃一
　松浦　遥
　森本　章倫

(株)建設技術研究所
(株)建設技術研究所
(株)建設技術研究所
(株)建設技術研究所
清水建設(株)
清水建設(株)
早稲田大学

132
研
究

車両感知器ﾃﾞｰﾀを用いた気象条件が
交通量に及ぼす影響の都市間比較

　中村　真輝
○嶋本　寛

(株)西海建設
岐阜大学

15:26 - 15:49 32
研
究

一般道の接続角度と一方通行制約に
着目した潜在的誤進入箇所の大規模
ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

デモ有り
＠タワー・スコラ ２階 エレベーター前

○飯尾　健太郎 Brahe 64
研
究

ながら運転時における認知資源の競
合が運転ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽに及ぼす影響の
分析

○井上　修吾
　白柳　洋俊
　倉内　慎也

愛媛大学
愛媛大学
愛媛大学

99
研
究

分布型光ﾌｧｲﾊﾞｾﾝｼﾝｸﾞのﾃﾞｰﾀ同化を
適用した動的交通管制のための渋滞
最適制御推定

○矢島　義之
　生藤　大典
　ﾍﾏﾝﾄ　ﾌﾟﾗｻﾄﾞ
　鈴木　健正
　冨永　慎
　櫻井　均
　大谷　学

日本電気(株)
日本電気(株)
日本電気(株)
日本電気(株)
日本電気(株)
日本電気(株)
中日本高速道路(株)

133
研
究

加速度に着目したながら運転による
津波避難交通流への影響分析

○堀合　紳弥
　奥村　誠

八戸工業大学
東北大学

15:49 - 16:12 65
研
究

脳の処理能力低下が車両運転挙動
に与える影響に関する基礎的検討

○福井　千菜美
　吉井　稔雄
　池田　旭希

北海道大学
北海道大学
北海道大学

100
実
務

統計資料を活用した幹線道路を走行
する車種構成割合の把握手法

○根津　佳樹
　橋本　浩良

国土技術政策総合研究所
国土技術政策総合研究所

134
研
究

消毒ﾎﾟｲﾝﾄ設置を考慮した口蹄疫空
間伝染ﾓﾃﾞﾙの計算効率化ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
の提案

　小野　隼輔
○嶋本　寛

(株)ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ
岐阜大学

第46回交通工学研究発表会 第3日目【2026年8月6日(木)】 プログラム
第１会場 (タワー・スコラ １階 Ｓ１０１) 第２会場 (タワー・スコラ ２階 Ｓ２０４) 第３会場 (タワー・スコラ ３階 Ｓ３０１) 第４会場 (タワー・スコラ ３階 Ｓ３０２)


